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水井戸の一話

⑳

井戸技術
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村下敏夫

新闇の社員募集に｢さくせい･ボｰリング｣会社と書

いであったのでレジャｰのボｰリングに関連した作製

会社だと早合点して入社したら水井戸を掘る会社だっ

たの一とガッカリしたお嬢さん.

井戸掘りには大した機械はいらないのだろうと考えて

いたらでっかい道具が運びこまれて電力がいる水

がいる広い作業用の土地がいるすごい地ひびきカミす

るでなかなかたいへんな仕事だな一と感心する村の

人.井戸から水力拙るのはみていても掘る現場をみ

た人は案外少ないだろう.水井戸はほかの建設と

同様に設計入札工事竣工の過程をへてできあカミ

る.井戸を掘るときまず施主と業者との間で工事

契約が結ばれる.工事仕様書は微にいり紬にいりニ

ギニギしく記載されているものから水が出ればよいと

いう簡単なものまである･その仕様書によって業者

は工事費を見積る.ときには目星2,000皿3の水量保

証を要求されてそれに見合う井戸の仕様書と工事金額

をそろえて入札に庵ずる場合もある.施主の金額と業

者の見積金額とカミかけ離れているときには語し合いに

よっては妥協するかつづけて工事が発注されるよう

校ときには業者間の協定値段を下回ることもしぱしば

ある.とくに長年のお弔意さんであれば少々の犠牲

はやむをえないしそこの土地に新しく進出しょうと意

気込んでいるときには大幅な出血はかくごの上である､

まったくの処女地あるいは資料がない土地で水井戸を

計画するときにほ掘さく工法はパｰカッション式ポ

ンプは施主の希望水量に見合った水中モｰタポンプとま

ず決めておく･ケｰシングの口径はポンプが人いる

大きさのものでよい.井戸の深さは汲み上げ中に井

戸に入ってくる水の流速を毎秒3cm(小砂が動く限界

流速)とすれば所定水量に対するストレｰナｰの長さ

カミその表面積から計算できる.しかし井戸の深さが

わからないと見積りもできないので文献を調べるより

も聞いた方が早いとばかりにその道の人に尋ねる.

処女地であれば専門家の方もにえきらない返事しかし

ない.井戸はミズものだから掘ってみなければわか

らない一と持前の度胸で井戸の深さはストレｰナｰ

の約3倍をとる.この数字には別に根拠カミあるよう

でもないが水井戸の深さの約工/3になっている.

しかし実際作業をしてみると予定深度よりも浅くて

岩盤に達したりもっと深くしなければ帯水層の厚さカミ

十分とれないことも起こる.そこで見積書には掘り

増については1加あたり何円減反にっいてはいくらと

いうように明記しておく･水量保証の場合には少な

いときを考えて減額の割合いを示しておく.

契約がすみ井戸掘さくが始まり予定深度までいく

ともっとも水の出そうな帯水層を探すために電気検層

が行なわれる一それポ終るとケｰシングの挿入泥

くみ揚水試験というようた順序で作業がすすめら

れる.

永井戸で電気検層か使用された正確な年代はわから

ない.終戦後に水井戸で使ってみること牢考えたが

理解されなかったことカ重ある.その後落合敏郎さん

牧野直文さん永田鷹さんらが電気検層について研究

しておられたカミ業者カミ使用したのを最初に知ったのは

昭和32年の暮れであった.名古屋の小川三郎さんのお

話によると桑名の水井戸掘りに使用したら職人の作

業同報がチェックできしかも検層結果によってストｰ

ナｰを入れたら予期以上の水がでたそうである.電

気検層はその後も名古屋でよく使用され昭和33年の

水井戸資料にはその結果カ…記載されている.これカミ東

京や大阪で使用されだしたのはそれから2～3年たっ

てからのように記憶している.

この検層は最初の頃にはある特定の会社だけがやっ

ていて技術料として別個にいただいていたが最近で

はサｰビス程度にまで普及してきた.また検層の方法

も最初の頃は一回かぎりの測定に終っていた.なか

には検層たりよりも職人のカンやサンブノレに頼った方

カミよい井戸ができると意気まいていた人もあった.

し添し｢電気検層をやって科学的(?)に水井戸を作り

ましょう｣という会社に仕事が多く流れるようになって

からはしんけんに勉強しだした.

層化低抗は礫砂粘土の層を数字で表現している

ものである･昔は職人が作っていた地質柱状図か電

気検層によってどんな地層図になるのか内心心配である

しその数字にもとずいてストレｰナｰの位置を決める

ときにも自分の考え方と全く逆なときもあって最近で

ばだんだんと事なかれ主義に陥ってきたきらいがある.

電気検層がすすむにつれ測定は電極間隔をかえて少

たくとも2回行なうのがよいこと透水性のよい帯水層�
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は層比抵抗とある関係カミあって高い地層からはかえっ

て水カミ出ないことなどがわかってきた.

ストレｰナｰの位置は電気検層の結果や職人の意見

を聞いて決める.ストレｰナｰは帯水層から水が井

戸に入りこむように作った丸の開いた鉄管である.孔

は砂や礫カミ入らない大きさのものでしかも水カミ少しで

も多く入る面積をもっていることカミ必要である.また

鉄管の強度からみた限界もあるのでいろいろ工夫され

て円孔型スリット型巻線型ロッド型などカミある.

鉄管の表面積に対する孔の全面積は比率で示すと酸

素切りという職人カミ現場でつくるストレｰナｰで3～5

%機械切りで10%程度巻線型で10～15%外国から

輸入される特磯なものに30%近いものカミある.

今ではストレｰナｰ用の鉄管や盲管は和製であるカミ

音は輸入していた.水井戸の場合ロｰタリｰ機がア

メリカから入ってきたせいかずっとアメリカ製で岡田

静雄さんによると和製となったのは昭和の初めで最

初にそれカミ使用されたのは吹田の水道水源井であった

という.

ストレｰナｰから砂が出る井戸はいくらも汲み上げ

ないのに井戸カミ埋没したり揚水量カミ極端に減ったり

使用不能になったりする.そこで防砂の目的でス

トレｰナｰの周囲に｢しゅろ｣の皮を巻くあらかじめ

砂利を周囲に巻いたストレｰナｰを用いるあるいはケ

ｰシングを入れてから孔壁との透き間に砂利を充填する

方法が行たわれている.なかでも砂利充填の工法カミ

最近よく採用されている.

その工法を必要とする理由は

1)砂層からより多くの水を汲み上げるために井戸口径を実

質的に大きくする

2)揚水中におこる砂の流出を防ぐ

3)深い位置にある帯水層に大口径のケｰシングを入れるの

は不経済である

だどである.

さく井界の長老で去る6月の初め故人となられた千賀

千代作さんカミ目本製井協会創立10年記念にあたって

｢我国さく井の沿岸｣と題して次のような小論を発表

しておられる.

大正元年アメリカ･カルフォルニア州よりドリラｰエペレ

ット技師が来朝し各地で袋井した工法は

11)襲井の孔はなるべく小さく奉じてケｰシングカミ降下し得

る程度とする

(2)各水層のサンプルを十分に調査し水量水質その他自噴性

の有無など十分に研究してその最も望まじき水層にのみ

1カ所もしくは2ヵ所位にストレｰナｰを嵌入し粘土層の

圧出を謀って各水層間の連絡を断つことに努むること

13)上層部の水層よりは絶対に採水せざること

しかるに昭和年間の中頃より水量の多きのみを欲するの結

果掘襲孔を大にしケｰシング外側に砂利を投入し以て各水層

を連絡昔しむるいわゆるグラベルウォｰノレ式なるものか流行

し水質の悪化と地盤沈下の悪現象を惹起して居るが全く

寒心に耐えないものと思われる一

なお千賀さんは名古屋高等工業を卒業されてすぐに

工ペレット技師のもとで技術の勉強されたとのことであ

る.千賀さんによると水井戸に砂利充填法カミ用いら

れるようになったのは昭和の中頃からであるが普及

したのは昭和34年頃からのように記憶している.はじ

めはちゅうちょしていた業者も電気検層と同様に採用

しなければ受注カ海いので砂利なら何でもよかろうと

バラスや砕石の類を平気で投入レている.砂カ油ない

ような礫層から採水するときでも見境なく砂利を入れ

る.こんなときには大正の初期に輸入した技術を生

かした方がよいようである.

砂利はふつう川砂利で関東では鬼怒川や荒川の豆

砂利を使ってきたが最近では川砂利の採取制限とダン

プカｰの積載重量の取り締りで砂利の値段があがり

井戸の値段にまでひびいてきたらしい.

ケｰシングを挿入するとき鉄管の先端すなわち井戸

底になるところに｢ふた｣をすることがときどき必要

である.井戸底が完全に粘土層やシノレト層に達してい

てそこから水が湧出しなければ揚水中に何の心配も

たい.ところカミ水圧をもっている砂層に達していると

きには揚水すると井戸底から水とともに砂が噴きだ

して井戸の口まで砂で埋ってしまうことカミある｡

ときには充填してあった砂利が井戸底を通ってケｰ

シングの中に入りこんでくることもある.

だから井戸底は塞いでおいた方がよい.ふたにす

る材料は木材でもよいし鉄板でもよい.

ポンプさえ上等ならば水が出ると考えられがちな水井

戸にも人知れぬ苦労カミともなうものである.土中に

埋っているストレｰナｰにも技術茸の魂がこめられて

いる.冷たい良質の地下水を味わうととき縁の下の

力持ちとなった人たちのあることを思い出していただき

たいものである.

(筆者は応用地質部)

r訂正｣姑質ニュｰス159号12頁左図の第10図はr建設省都市地

盤調査実施地区図｣の誤りにつき訂正します｡�


